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情報通信分野 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶  5
膀次世代半導体微細加工装置に向けたリソグラフィ技術の提案目白押し
　―NGL'03（Next Generation Lithography）／Work Shop）のトピックスから―
　去る 7月 11日より 2日間、応用物理学会主催のワークショップNGL'03 が開かれ、次





















































































































































































































目 白 押 し ―NGL'03
（ N e x t  G e n e r a t i o n  
L i thography）/Work 
Shop）のトピックスから―












































































































































































































































































































































































































































解析装置が Applied Biosystems 
inc. から販売され始めた。さらに、









Molecular Dynamics から、1998 年












（Applied Biosystems 3730 DNA 
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に、Patrick Brown ら が、cDNA
プローブをガラス板に貼り付けた
マイクロアレイの最初の論文を発




















































































































































Micro Total Analysis Systems）また
はラブオンチップ（Lab-on-a-chip）
と言われている２）。現在のところ、

























































































































































































































































































03） Roberts et al. A History of the 







  http://www.ddbj .nig.ac . jp/
Welcome-j.html




















































































































































































































は初の FDA 認可（米国 Food and 
Drug Administration）を受けたの





























2000 年 FDA 認可）７）およびゼウ





































































































































































ており 17）、2003 年 7 月に明確化















































































































































1994 年に最初の FDA 認可を受け






が 1996 年に FDA 認可され、続い
て、ロボットアーム軸の自由度を



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2002 年 12 月 3 日
02） 河北博文、「外圧」なき医療構
造改革は不可能、論争東洋経済、
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21） "World's first robotic brain 
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Total Hip Replacement Surgery : 







































  お よ び http://www.mext.go.jp/
a_menu/koutou/coe/03071701.htm
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